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十
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f
昆

v
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6
E
F
七三一
n
一主主

本

佐

伯

幕
末
に
沿
い
て
幕
府
が
産
物
合
所
の
設
山
止
を
計
霊
し
、
従
来

商
人
に
聾
断
せ
ら
れ
て
ゐ
た
商
権
を
回
収
し
て
、
財
政
の
窮
乏

を
救
ひ
、
或
は
物
債
調
節
に
資
ぜ
ん
と
し
た
と
と
は
曾
て
私
の

論
じ
た
所
で
あ
り
、

そ
の
例
と
し
℃
は
本
誌
第
三
十
二
巻
二
競

に
於
て
、
安
政
二
年
十
一
月
及
び
慶
膝
一
苅
年
十
一
月
の
二
例
を

説
明
し
た
が
、
夏
に
そ
の
後
木
誌
第
四
十
巻
一
一
蹴
に
於
て
、
国

品
企
主
法
掛
に
於
て
も
文
久
一
冗
年
一
月
に
産
物
令
所
設
立
の
計
護

を
立
て
、
翌
二
年
五
月
に
台
所
の
設
立
を
見
た
が
、
産
物
合
所

と
し
て
の
機
能
を
寅
現
す
る
に
至
ら
や
、
翠
に
園
径
主
法
掛
の

執
務
の
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
の
如
く
で
あ
っ
た

第
四
十
一
巻

一
二
大

第

盟E

一一一六

こ
と
を
説
い
た
。
最
近
入
手
し
た
認
本
「
外
岡
貿
易
諸
色
一
件
、

乾
の
下
」
に
は
高
延
元
年
に
産
物
方
と
稲
す
る
一
口
加
を
設
置
す

べ
き
意
見
が
見
え
て
を
り
、
ー
そ
の
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
昨
年

剖
ち
安
政
六
年
に
も
産
物
台
所
取
建
の
建
議
が
あ
っ
た
ゃ
う
で

あ
る
。
安
政
六
年
の
計
書
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
細
を
知
り
得
左

い
の
を
遺
憾
と
す
る
が
、
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u
r
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「
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J

A
ぷ

高
延
・
五
年
三
月
外
岡
掛
大
目
付
〈
久
只
因
幡
守
、
伊
洋
美
作
守
)

目
付
戸
駒
井
山
城
守
、
松
千
四
期
正
、
黒
川
左
中
そ
の
他
)
か
ら
産
物
局

の
設
置
を
建
議
し
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
安
政
六
年
五
月
の
神
奈

川
開
港
以
来
物
債
騰
貴
し
、
銭
相
揚
も
引
上
げ
、
上
下
共
に
未

曾
有
の
困
換
に
陥
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
会
〈
貿
易
の
開
始
に

あ
る
。
之
に
よ
っ

τ
公
儀
は
公
然
利
径
を
占
め
、
諸
民
の
叙
府

と
た
っ
て
ゐ
る
如
〈
で
あ
る
が
、
内
賓
は
貿
易
の
た
め
の
費
用

も
英
大
で
あ
り
、
そ
の
償
も
山
来
十
、
附
相
来
の
費
用
も
見
営
が

っ
か
守
、
関
門
哉
の
安
危
之
に
繋
か
れ
る
如
く
で
あ
る
か
ら
、

方
に
は
諸
家
の
疲
弊
を
救
椅
ず
る
名
目
に
て
産
物
の
配
給
に
干



渉
を
加
へ
、
傍
ら
貿
易
を
試
む
る
こ
と
を
名
目
'
ど
し
て
海
軍
の

損
充
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。
之
が
た
め
に
は
咋
年
建
議
し
た

産
物
舎
所
を
設
置
す
べ
き
で
る
る
が
、

そ
れ
に
就
て
も
産
物
方

と
橋
ず
る
一
局
を
設
け
、
勘
定
方
‘
外
聞
方
弁
に
一
一
一
港
奉
行
支
配

向
等
共
同
し
町
方
御
日
付
も
立
合
ひ
、
天
領
は
勿
論
大
名
領
地

の
産
物
仕
入
方
便
宜
の
筋
を
調
資
し
、
産
物
高
に
際
じ
て
公
儀

の
舶
を
以
て
運
治
せ
ば
、
自
然
商
法
の
利
害
得
失
も
分
明
し
.

貿
易

k
o
統
叶
の
功
と
も
な
り
、
第
一
仰
園
内
濯
物
選
出
徹
の

t
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山
し
づ
か
芳

r

日
け
恒
iytク
ノ
を
吉
川

む
る
友
ら
ば
彼
地
の
模
様
次
第
に
て
貿
易
の
取
締
も
盛
と
友
り

迫
身
航
海
も
盛
ん
と
左
る
へ
き
時
勢
で
あ
る
か
ら
、
会
儀
の
般

が
絶
え
宇
周
海
を
通
航
せ
ざ
れ
ば
自
然
不
取
締
の
と
と
も
出
来

や
円
つ
。
蛍
A
1
の
時
節
柄
、
名
義
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
却
で
天
下
の

不
卒
を
招
〈
や
う
に
も
な
る
か
ら
、
上
誠
一
の
如
き
仕
法
を
早
々

寅
行
し
て
貰
ひ
た
い
。
方
今
園
家
多
事
、
狂
漏
怒
涛
の
風
に
莱

じ
て
来
る
如
く
で
あ
っ
て
力
を
以
て
抗
し
難
い
か
ら
、
徐
々
に

其
勢
を
挫
き
風
波
治
る
の
時
を
待
っ
て
消
長
所
を
易
ふ
る
の
策

に
出
で
な
け
れ
ば
在
ら
ぬ
。
然
る
上
は
速
に
持
久
の
策
を
立
つ

建
物
方
に
つ
い
て

る
に
非
れ
ば
、
狂
澗
の
た
め
夜
淡
せ
し
め
ら
る
る
相
闘
が
る
る
。

前
中
辿
の
方
策
を
採
肘
せ
ら
る
a
h

左
ら
ば
、
海
軍
の
撹
充
等
に
つ

い
て
は
倫

E
細
取
調
の
上
、
上
申
す
る
と
と
と
し
た
い
と
い
ふ

に
在
っ
た
。
今
試
み
に
そ
の
全
文
を
掲
出
す
れ
ば
失
の
如
〈
で

あ
る
。『

御
開
港
後
は
日
増
に
物
償
騰
踊
殊
金
銀
座
貨
幣
御
引
換
滞
鋒
相
場

も
引
上
、
彼
此
の
差
引
に
て
上
下
困
窮
前
代
未
聞
の
事
に
有
之
、
其

本
合
推
原
孜
し
候
得
は
一
祝
日
抑
御
開
放
の
儀
に
で
、
仕
官
の
b
の
は
こ

れ
か
偽
怨
望
の
色
相
凡
、
畑
氏
の
其
筋
M
M

不
閥
者
は
こ
れ
か
怨
机
色

J
4
之
、
渇
ぺ
川
4

措
閣
は
必
然
御
利
症
の
名
高
之
、
知
刊
誌
み
弘
J
庄
司
貸
出

の
府
と
被
然
成
、
加
之
内
賓
の
御
設
は
莫
大
の
儀
其
等
償
は
未
だ
御

見
据
無
之
而
己
な
ら
争
、
命
後
来
の
御
費
其
数
御
見
留
無
御
座
、
是

又
前
代
未
聞
の
事
に
可
有
御
産
、
国
家
の
安
危
無
策
に
は
無
御
座
候

得
と
も
、
悠
優
無
断
絡
知
何
共
難
属
片
に
至
、
り
候
事
、
百
世
の
前
治
飢

一
轍
誠
可
歎
且
可
畏
義
主
奉
存
候
問
、
差
向
諸
家
の
疲
弊
御
救
を
名

と
致
し
、
産
物
の
御
世
話
有
之
、
傍
商
法
御
試
を
名
と
致
し
、
採
草
の

御
備
相
立
候
様
仕
度
、
右
は
昨
年
中
も
申
込
候
産
物
曾
所
御
取
窓
相

成
、
尤
右
に
付
而
は
産
物
方
一
局
御
取
設
相
成
、
御
勘
定
方
外
国
方

並
二
一
港
奉
行
支
配
向
等
打
羽
曲
、
町
方
御
目
付
立
合
、
御
料
は
加
則
論
割
払

領
産
物
仕
入
方
傑
宜
の
筋
取
調
、
産
物
品
嵩
に
躍
し
公
儀
御
紙
大
小

を
以
運
送
致
し
候
得
は
、
自
然
商
法
の
利
害
得
失
相
分
貿
易
筋
駈
引

の
助
色
不
少
、
第
一
御
圏
内
産
物
出
高
貫
教
の
取
調
出
来
、
然
上
に

第
四
十
一
念

七

第
一
波

七



産
物
方
に
つ
い
て

耐
鎌
々
中
上
候
温
支
邪
へ
仕
出
般
の
御
沙
汰
有
之
候
得
は
彼
地
の
模

様
次
第
貿
易
取
組
も
心
丈
夫
に
出
来
可
仕
、
抽
品
々
湊
数
も
棺
君
、
諸

家
の
大
艇
も
出
来
可
仕
折
柄
に
候
得
は
‘
公
儀
の
御
般
不
精
周
海
通

航
仕
候
様
不
相
成
候
而
は
自
然
不
取
締
の
儀
出
来
可
仕
、
夫
日
正
以
嘗

今
の
御
場
合
は
名
義
正
敷
御
措
置
無
御
座
候
而
は
、
反
て
天
下
の
不

平
を
被
鋳
招
候
様
可
相
成
奉
存
候
問
、
前
文
御
趣
法
早
L
R

御
治
定
被

仰
向
可
然
奉
寄
幌
、
カ
今
回
家
多
事
の
勢
狂
湖
怒
漆
山
風
に
来
し
て

探
る
か
ご
と
く
、
力
P
T
以
難
争
、
飢
徐
仁
北
(
勢
。
伊
川
蝉
六
い
胤
波
品
川
品
の
一

時
恥
待
、
納
長
所
全
日
割
快
知
な

ι
tは
殺
行
中
間
獣
、
掛
川
上
は
地
仁

持
久
の
策
御
英
断
無
御
座
候
而
は
、
絡
に
狂
湖
の
一
傍
覆
授
の
外
有
街

座
間
敷
、
前
文
持
久
の
策
高
一
に
も
御
採
用
相
成
錦
上
は
、
海
軍
御

備
向
等
の
儀
は
倫
巨
細
取
調
申
上
候
様
可
仕
、
大
綱
不
相
立
内
の
建

議
は
却
耐
空
言
と
罷
在
、
天
下
の
事
お
の
つ
か
ら
次
序
前
後
宥
之
物

に
候
得
は
差
向
大
綱
而
己
申
上
候
義
に
御
座
候
、
有
ぽ
私
共
一
一
統
反

復
評
議
仕
不
願
思
召
此
段
申
上
候
、
以
上

三

月

久

伊駒松黒
F

島

貝

幡

津

作

弁

山

城

平

揮
川

左

居

櫨

之

倉

九

八
美悶

中正守守守郎助
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第
四
十
一
巻

i¥ 

第
一
披

一
一
一
八

右
の
建
儀
に
針
し
勘
定
奉
行
松
平
式
部
少
輔
、
松
平
出
雲
守

勘
定
奉
行
絡
塚
越
大
減
少
輔
、
勘
定
時
味
役
勝
悶
次
郎
、
幅
悶

八
郎
右
衛
門
か
ら
の
意
見
が
間
三
月
に
答
申
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ

れ
に
よ
札
ぱ
、
右
の
建
議
は
尤
の
こ
と
で
る
る
が
、
産
物
合
所

取
建
は
極
め
て
大
山
楽
で
あ
り
、
従
来
市
中
詐
多
の
海
人
の
手

ι

取
阪
は
れ
亡
ゐ
た
分
を
一
一
線
め
に
命
日
所
へ
受
込
、
取
捌
〈
に
は

如
何
た
る
正
訟
に
で
桁
ふ
べ
き
で
あ
る
か
。
差
首
り
そ
の
削
則
聞

も
考
へ
友
け
れ
ば
な
ら
ね
。
尤
諸
荷
物
を
曾
所
へ
積
付
、
入
札

携
に
せ
ば
物
債
不
準
の
法
は
十
分
立
ち
難
く
と
も
、

一
偲
に
軽

使
に
事
が
運
ぶ
ゃ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
で
も
諸
岡
産
物
悉
皆

一
一
糠
と
い
ふ
と
と
は
英
大
の
事
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
試
に
諸
家

領
分
康
問
の
分
の
み
を
取
扱
ひ
、
之
に
よ
っ
て
可
否
得
犬
を
篤

と
取
調
ぺ
た
上
で
友
く
て
は
手
を
下
し
難
い
と
と
で
あ
ら
う
。

『
乍
去
H
M
迄
と
は
御
時
勢
も
替
り
、

い
つ
れ
に
も
物
侠
高
低
の

模
商
震
の
手
に
蹄
居
候
姿
に
て
は
不
都
合
に
付
、
舎
所
取
建
方

等
の
儀
衆
儀
を
蓋
し
候
方
哉
と
奉
存
候
聞
』
大
日
付
、
御
目
付
、

町
奉
行
、
外
岡
奉
行
等
へ
も
見
込
御
尋
ね
の
上
倫
御
下
問
を
得

て
答
へ
や
う
。



支
那
へ
商
舶
を
仕
立
て
る
こ
と
は
先
達
て
外
凶
立
合
役
々
外

圏
奉
行
一
同
連
名
を
以
て
再
度
申
上
し
趣
も
る
り
、
外
函
貿
易

も
開
始
さ
れ
た
と
と
で
あ
る
か
ら
、
居
友
が
ら
彼
の
求
に
臆
ゃ

る
の
み
に
て
は
不
都
合
で
る
り
、
孔
『
彼
園
香
港
等
に
て
外
岡

交
易
の
振
合
に
も
見
分
矯
仕
候
は
E
御
震
筋
に
も
可
相
成
」
殊

に
蔚
園
出
産
の
口
問
は
西
洋
の
諸
口
凶
と
具
り
・
紗
綾
縮
緬
共
外
織

物
を
初
め
糸
類
薬
種
類
等
我
固
有
用
の
口
聞
も
少
く
な
い
。
近
来

長
崎
表
支
那
般
入
港
少
き
趣
で
あ
る
か
ら
、
右
品
々
彼
圃
よ
り

積
師
ら
ば
我
閑
静
一
O
M
補
ふ
と
と
と
も
な
り
、
叉
倒
産
に
も
支
郎

へ
向
〈
も
の
が
あ
り
、
彼
我
共
に
便
利
で
あ
る
か
ら
先
般
の
建

議
の
筋
も
熟
慮
せ
ら
れ
、
支
那
へ
商
般
を
仕
立
て
る
と
と
を
仰

せ
出
さ
れ
た
い
。
と
述
べ
て
ゐ
る
。

四

五
月
に
は
外
園
奉
行
溝
口
讃
岐
守
、
酒
井
隠
岐
守
、
堀
織
部

王
、
竹
本
岡
書
頭
、
水
野
筑
後
守
等
か
ら
の
答
申
書
が
提
出
さ

れ
て
ゐ
る
。
そ
の
趣
旨
は
突
の
如
く
で
あ
る
。

『
諸
陸
産
物
の
御
世
話
有
之
、
右
品
開
所
取
廷
、
商
法
仕
組
御
試

南
方
支
那
え
商
船
御
仕
出
し
相
成
、
且
海
軍
の
御
備
相
立
候
様
仕

産
物
方
に
つ
わ
て

皮
と
の
儀
、
時
勢
至
営
の
儀
』
で
あ
る
。
文
那
へ
出
貿
易
を
試

む
る
と
と
は
、
昨
安
政
六
年
六
月
中
外
国
御
用
役
人
中
に
て
評

論
を
蓋
し
上
申
し
た
こ
と
も
あ
る
。
諸
園
物
産
舎
所
の
儀
は
江

戸
京
坂
は
勿
論
共
他
運
漕
使
利
の
地
に
之
を
設
置
し
、
諸
家
領

分
の
産
物
も
地
方
々
h

よ
り
右
合
同
所
へ
積
廻
し
、

「
勿
論
元
方

よ
り
商
人
直
引
合
等
前
々
仕
来
の
姿
は
先
共
僅
に
被
差
置
候
様

仕
法
相
立
候
得
は
、
御
園
内
融
通
差
支
無
之
』
尤
合
所
取
扱
品

は
諸
掛
り
等
宇
一
成
る
へ
〈
減
し
、

駒
市
刑
は
諸
闘
の
物
産
が
す
べ

て
ん
鴨
川
ハ
獄
向
け
ら
る
る
や
う
に
せ
町
、
倒
産
品
の
純
益
翻
も

分
明
し
、
豊
凶
時
k

の
相
場
に
よ
っ
て
配
給
を
統
制
し
、
海
外

濫
出
を
も
押
へ
易
く
、
且
商
人
の
締
寅
締
買
の
弊
も
止
み
、
謂

は
れ
な
く
物
債
を
引
上
く
る
如
き
と
と
も
友
く
な
る
で
あ
ら
う

但
、
右
合
所
の
役
人
が
『
物
産
等
も
巧
者
に
で
探
〈
粧
掛
に
心

を
用
ひ
候
廉
直
の
も
の
』
で
た
く
て
は
、
と
れ
ま
で
よ
り
も
一

居
弊
習
を
増
す
と
と
も
な
い
と
は
隈
ら
た
い
か
ら
注
意
を
要
す

る
。
又
従
来
諸
図
の
産
物
は
、
年
来
の
生
産
高
を
見
込
、
商
人

よ
り
金
銭
上
の
融
通
を
受
け
て
ゐ
る
も
の
が
多
く
『
元
方
の
品

物
多
分
は
前
年
商
賓
と
も
の
手
に
民
〆
置
倹
姿
に
相
成
居
候
や

第
四
十
一
巻

九

第
一
務

一
二
九



産
物
方
に
つ
い
て

に
有
之
候
問
、
右
を
合
所
へ
直
廻
し
潟
致
候
に
は
、
商
人
取
引

か
く
て
は
英
大
友
る
出
金
を
要
す
る
か
ら
、
宜
T

ろ
連
-R

に
引
附
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盟主

て
、
海
難
そ
の
他
経
費
の
見
営
が
付
か
な
い
の
み
友
ら
や
、
簡

易
の
仕
法
を
立
つ
る
に
し
て
も
、
役
人
の
手
を
経
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
自
然
す
べ
て
取
扱
が
手
重
に
な
り
、
物
債
盆
騰
貴
す

る
や
も
計
り
難
い
。
然
し
左
が
ら
産
物
舎
所
御
取
建
の
上
、
御

け
る
仕
法
を
考
へ
、
英
法
を
定
め
て
後
着
手
す
る
や
う
に
し
た

い
。
右
は
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
、
同
時
味
役
等
の
見
込
も
あ
る

と
と
で
あ
る
か
ら
、
夫
点
下
問
せ
ら
れ
、
参
者
乃
上
、
御
英
新

を
乞
ふ
。

要
す
る
に
出
貿
易
に
は
賛
成
で
る
る
が
、
産
物
合
所
の
設
置

に
は
難
色
が
あ
っ
た
も
の
と
見
左
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

:n. 

更
に
六
月
に
は
町
奉
行
池
田
矯
勝
守
、
石
谷
因
幡
守
か
ら
答

申
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
此
度
の
建
議
は
『
時
勢
至

営
の
建
議
に
て
、
諸
産
物
の
取
締
は
勿
論
、
海
軍
の
御
備
向
に

付
て
は
、
何
れ
右
等
の
御
庭
置
無
御
座
候
而
は
相
成
申
問
敷
候

得
共
』
従
来
一
ヶ
年
に
諸
国
よ
り
御
府
内
問
屋
共
へ
積
迭
り
し

荷
物
だ
け
で
も
駒
市
敷
金
高
に
上
る
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
産
物
を

一
纏
に
合
所
へ
引
寄
せ
取
捌
く
は
容
易
な
ら
ざ
る
大
業
で
あ
っ

料
は
勿
論
私
領
産
物
仕
入
方
便
宜
の
仕
訟
が
肢
と
判
明
せ
や
し

て
は
可
否
を
論
し
難
き
に
つ
き
、
大
日
付
御
目
付
の
建
議
の
趣

然
る
べ
き
と
と
と
思
召
さ
る
L
場
合
法
、
む
仕
法
取
刑
判
方
の
油
精

五
細
に
申
上
ぐ
る
様
仰
せ
渡
さ
れ
て
は
如
何
で
る
ら
う
か
。
叉

支
那
へ
商
舵
仕
出
の
儀
は
勘
定
奉
行
よ
り
申
上
し
湿
り
外
国
の

求
に
際
宇
る
の
み
に
て
は
鮫
乏
の
品
を
補
ふ
途
た
〈
、

E
彼
園

の
貿
易
の
様
子
を
見
聞
せ
ば
、
必
十
御
震
に
友
る
へ
き
と
と
も

持

あ
ら
う
か
ら
、
御
園
盆
主
法
掛
へ
御
下
問
る
り
て
は
如
何
で
あ

ら
う
か
と
述
べ
て
ゐ
る
。
卸
ち
右
に
よ
っ
て
明
か
左
る
如
く
産

物
令
所
に
つ
い
て
も
支
那
貿
易
に
つ
い
て
も
猶
詳
細
な
る
取
調

を
た
ず
へ
き
と
と
を
遁
べ
て
ゐ
る
が
、
文
意
の
上
か
ら
見
れ
ば

産
物
台
所
に
針
し
て
は
反
射
の
色
彩
が
あ
り
、
支
那
貿
易
に
つ

い
て
は
賛
成
の
色
が
等
ろ
濃
い
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
ゃ
う

..... ，、

恭御岡盆主法掛につ引L、ては本誌j第事四寸吋港巻一披拙稿cl~楢胤IJ孟銑i詰Ì'古，，!， j
」と。



高
延
一
バ
年
三
月
外
凶
掛
大
目
付
御
目
付
か
ら
の
産
物
カ
の
中
一
叫

置
及
支
那
出
貿
易
の
建
議
は
以
上
の
如
き
経
過
を
辿
り
、
各
方

面
の
評
議
を
悲
し
た
が
、
結
局
議
が
纏
ま
ら
や
賓
現
を
見
や
し

て
終
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
の
建
議
及
答
申
書
に
於
い
て
『
産
物
方
と
稀
ず
る
一
同
』
と

い
ふ
一
諮
と
『
毒
物
合
所
』
『
物
産
合
所
』
と
い
ふ
語
と
が
共
に
用
ひ

ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
産
物
方
又
は
産
物
昂
と
い
ふ
も
、
そ
れ
は

畢
党
従
来
か
ら
の
産
物
合
所
と
い
ふ
と
同
義
と
僻
し
て
差
支
は

同、、。
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之
上
旬
以
前
に
も
屡
建
議
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

必
や
し
も

新
規
の
計
茎
で
な
い
と
と
は
い
ふ
迄
も
友
い
が
、
か
L
A

る
計
書

が
屡
泊
、
論
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
常
時
の
財
政
経
済
上
の
欣
勢
を

一
不
す
も
の
と
し
て
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

ま
た
右
の
建
議
に
於
て
支
那
へ
の
出
貿
易
を
説
き
、
又
そ
れ

に
よ
っ
て
海
軍
の
換
充
に
資
せ
ん
と
言
へ
る
こ
と
は
特
に
注
意

す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
尤
、
右
の
建
議
に
よ
っ
て
前
年
に
も

同
様
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
し
得
る
庭
で
あ
る
が
、
何

れ
の
答
巾
書
に
於
て
も
産
物
命
日
所
の
方
は
意
見
匝
々
に
岐
れ
、

産
物
方
に
つ
い
て

あ
ま
り
賛
成
で
も
な
い
ゃ
う
で
あ
る
に
拘
ら
や
、
支
那
貿
易
の

方
は
寧
ろ
賛
成
で
異
議
た
き
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
徳

川
初
期
以
来
の
鎖
園
と
針
照
し
て
甚
だ
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る

査
、
安
政
以
後
開
園
思
想
が
盛
ん
と
た
り
、
幕
府
首
路
者
中
に

も
出
貿
易
を
な
さ
ん
と
す
る
考
を
生
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

或
は
嘗
然
の
こ
と
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
之
を
軍
備
の
完
賓
と

閥
鞠
せ
し
め
て
居
る
と
と
も
時
勢
の
療
を
見
る
に
足
る
も
の
が

あ
ら
う
c第

四
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一
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